






要約:肝型糖原病の長期予後は病型によって異なるため,病型診断を正しく行うことが必要

であり,我が国における病型別頻度を把握することも必要となる。52 例の酵素分析の結果,

我が国では I型が最も多く,VⅢ,Ⅲ型がこれに次ぐことが明らかにされた。また,従来予後

が良いとされていたⅢ型では,成人後に筋症状,心筋障害,肝硬変などが高頻度に合併する

ことが明らかにされ,Ⅲ型の管理方法について見直す必要があることが示唆された。 


